
	 図表21	 代表一覧表に記載されている我が国の無形文化遺産
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	 第10節	 	文化財をはじめとする文化資源を活
用した付加価値の創出

1 文化資源を活用したインバウンドのための環境整備
平成28年に策定された「明日の日本を支える観光ビジョン」において掲げられた「文化

財の観光資源としての開花」を推進するため，文化庁では文化財を中核とする観光拠点の整
備，並びに当該拠点等において実施される文化財等の観光資源としての魅力を向上させる取
組への支援を行っています。

（1）文化財活用・理解促進戦略プログラム2020
「明日の日本を支える観光ビジョン」等を踏まえ，文化庁において策定した「文化財活

用・理解促進戦略プログラム2020」を推進します。これらの方針に基づき，引き続き，日
本遺産をはじめ文化財を中核とする観光拠点を全国で200拠点程度整備するほか，文化財の
一体的・面的活用や外国人の方にも分かりやすい解説の整備，文化資源の質の向上などに取
り組むことにより，より一層の文化財の活用を図ります。

（2）文化資源の磨き上げについて
平成31年 1 月より，国際観光旅客税が創設され，観光先進国実現に向けた観光基盤の拡

充・強化が推進されているところです。文化財についても地域固有の文化資源として，国内
外問わず多くの人々にその歴史的価値・魅力を発信すべく，国際観光旅客税を充当し，文化
財に新たな付加価値を付与してより魅力的なものとなるよう磨き上げる取組を支援していき
ます。

具体的には，「日本博」を契機とした文化資源による観光インバウンドの拡充や，文化財
に新たに付加価値を付与しより魅力的なものとするための取組「Living History（生きた歴
史体感プログラム）」等を支援します。また，日本が誇る先端技術を活用し，主要な空港等
において，日本文化の効果的な発信を行うことや，文化財について先進的・高次元な多言語
解説を整備することに対して支援を行います。
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2 日本遺産の魅力発信
地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを日本遺産として

認定する仕組みを平成27年度に創設し，令和 2 年までに100件程度の日本遺産を認定するこ
ととしています。

平成30年度は，日本遺産審査委員会の審査を経て13件を認定しました（図表22）。これ
までに認定された日本遺産は計67件となり，認定地域に対しては，①コンテンツ制作やガ
イド育成等の情報発信・人材育成，②ストーリーの普及啓発，③調査研究，④説明版の設置
等の公開活用のための整備に対して必要な財政支援を行い，地域活性化を図っています。

平成30年 9 月には，富山県高岡市で各認定地域を一同に会した「日本遺産サミット」（約
7,300人が参加）を開催し，ブース出展などにより地域の魅力発信を行いました。また，同
時期に東京で開催された「ツーリズムEXPOジャパン」（国内外から約207,000人が参加）に
おいて，日本遺産をPRするための文化庁ブースを出展するなど，日本遺産の認知度の向上
等を図っています。加えて，各認定地域の課題に応じた助言等を行う日本遺産プロデュー
サーの派遣による個々の地域に応じた支援を行うなど，日本遺産全体のブランド力向上に取
り組んでいるところです。

一方，各認定地域の取組の進捗には差もあり，状況に応じたメリハリを付けた事業を促進
する必要があります。そのため，外部有識者からなる「日本遺産フォローアップ委員会」に
より各認定地域の取組の評価を行うとともに，必要な改善点を通知しています。これによ
り，認定地域が自らの課題を認識するとともに，事業の見直しを行うことで，より一層の日
本遺産を活用した地域活性化を促します。

今後とも，これらの取組を通じて，日本遺産を活用した地域の活性化や，日本文化の国内
外への戦略的な発信に積極的に取り組んでいきます。
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	 図表22	 平成30年度「日本遺産（Japan	Heritage）」認定一覧

道県名 申請者（◎印は代表自治体） ストーリーのタイトル
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	 第11節	 	文化芸術によるイノベーションの創
出，国家ブランドの構築

1 文化経済戦略の推進
国・地方公共団体・企業・個人が文化への戦略的投資を拡大し，文化を起点に産業等他分

野と連携し，創出された新たな価値が文化に再投資され，持続的に発展する「文化と経済の
好循環」を目指し，平成29年12月に「文化経済戦略」を策定しました。この戦略は，①未
来を志向した文化財の着実な継承と更なる発展，②文化への投資が持続的になされる仕組み
づくり，③文化経済活動を通じた地域の活性化，④双方向の国際展開を通じた日本のブラン
ド価値の最大化，⑤文化経済活動を通じた社会包摂・多文化共生社会の実現，⑥2020年を
契機とした次世代に誇れる文化レガシー創出を基本となる考え方や重視すべき観点等を 6 つ
の視点として整理しました。さらに，この戦略推進のための主要施策の内容や目標等を明ら
かにした「文化経済戦略アクションプラン」を30年 8 月に策定し，関係府省庁と緊密に連
携しながら文化経済戦略を推進します。

また，近年，興行入場券の高額転売が社会問題となっていることを踏まえ，興行入場券の
適正な流通を確保し，もって興行の振興を通じた文化及びスポーツの振興並びに国民の消費
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